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第
二
に
、
プ
ロ
の
本
職
が
読
ん
で
唸う

な

る

く
ら
い
の
内
容
に
な
っ
て
、
初
め
て
説
得

力
が
つ
く
。
そ
の
首
尾
不
首
尾
は
、
公
安

調
査
庁
の
調
査
マ
ン
を
主
人
公
と
し
た
本

作
で
、
と
り
わ
け
作
品
の
命
に
関
わ
る
。

同
庁
職
員
を
つ
か
ま
え
て
、
著
者
は
根
掘

り
葉
掘
り
取
材
を
し
た
だ
ろ
う
。

　
誰
か
を
尾
行
す
る
に
は
、
四
人
一
組
で

か
か
る
。
そ
の
際
の
現
場
責
任
者
を「
ゲ
ン

セ
キ
」
と
呼
ぶ
そ
う
だ
。
公
安
調
査
庁
だ

か
警
察
だ
か
に
聞
い
て
、
内
輪
の
符ふ
ち

牒よ
う

を

知
り
書
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し

ろ
情
報
源
と
の
親
交
が
な
い
と
、
迂う

闊か
つ

に

手
を
出
せ
な
い
分
野
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ち
な
み
に
尾
行
場
面
は
本
作
山
場
の

一
つ
で
、
神
戸
の
街
を
歩
き
、
走
り
回
る

描
写
は
疾
走
感
に
富
み
映
画
的
だ
。

　
書
評
子
は
本
作
で
、
使
え
な
く
な
っ
た

船
の
解
体
は「
解か
い

撤て
つ

」と
呼
ぶ
の
だ
と
知
っ

た
。
自
動
車
運
搬
船
は
古
く
な
っ
て
も
中

古
市
場
へ
出
さ
ず
、
す
ぐ
さ
ま
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
な
ど
で
解
撤
さ
せ
る
。
そ
れ
は
運

賃
市
況
の
値
崩
れ
を
防
ぐ
カ
ル
テ
ル
な
の

だ
と
も
学
ん
だ
け
れ
ど
、
よ
も
や
こ
ん
な

と
こ
ろ
で
著
者
は
創
作
な
ど
す
ま
い
。
調

べ
て
書
い
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
、

読
み
つ
つ
賢
く
な
っ
た
気
が
す
る
。
著
者

の
術
中
に
、
か
く
し
て
は
ま
る
。

　
虚
を
描
き
つ
つ
、
実
を
思
わ
せ
る
。
両

者
の
あ
わ
い
に
身
を
浸ひ
た

す
愉ゆ

楽ら
く

を
演
出
す

る
鉄
則
。
そ
れ
が
第
三
の
特
徴
で
、
固
有

名
詞
へ
の
徹
底
的
な
こ
だ
わ
り
で
あ
る
。

　
神
戸
の
商
店
街
に
、
主
人
公
の
青
年
が

立
ち
寄
る
古
本
屋
が
あ
る
と
い
っ
て
、
著

者
は
名
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
名
の

古
書
店
は
、
確
か
に
実
在
す
る
。

　
練
達
の
域
に
達
し
た
著
者
の
筆
に
身
を

委ゆ
だ

ね
、
伏
線
の
展
開
に「
あ
っ
」
と
か「
は

ぁ
」と
か
奇
声
を
発
し
つ
つ
読
む
と
、
本
書

は
読
み
慣
れ
た
人
な
ら
一
日
で
読
了
で
き

る
。
た
だ
し
そ
の
気
が
あ
る
な
ら
、
出
て

く
る
地
名
や
情
景
描
写
を
い
ち
い
ち
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
、
間
違
い
な
い
か
調
べ
る
と

い
い
。
何
日
で
も
味み

読ど
く

で
き
る
。

　
神
戸
港
へ
来
る
船
に
便
益
を
提
供
す
る

会
社
が
、
本
書
に
登
場
す
る
。
現
社
長
は

三
代
目
で
、
名
は
洋
介
。
神
戸
製
鋼
を
退

社
し
実
家
を
継
い
だ
の
が
一
九
八
五
年
、

三
十
一
歳
の
時
だ
と
い
う
。
元
神
戸
製
鋼

社
員
と
い
う
と
安
倍
晋
三
前
首
相
。
し
か

も
同
い
年
、
三
代
目
（
政
治
家
の
）
だ
。

す
る
と
洋
介
と
い
う
名
は
同
氏
の
母
洋
子

さ
ん
、
祖
父
岸
信
介
か
ら
一
字
ず
つ
取
っ

た
も
の
か
。
大
い
に
あ
り
得
る
と
み
た
。

　
と
こ
ろ
で
な
ぜ
こ
の
題
名
な
の
か
。
本

書
は
、
主
人
公
の
成
長
を
描
く
ビ
ル
ド
ゥ

ン
グ
ス
・
ロ
マ
ン
（
成
長
譚た
ん

）
で
も
あ
る
。

そ
こ
を
語
っ
て
著
者
が
最
も
力
を
込
め
た

箇
所
に
、
由
来
の
説
明
が
出
て
く
る
。
な

あ
る
ほ
ど
お
、
と
、
頷う
な
ず

く
説
明
が
。

　
二
五
五
ペ
ー
ジ
辺
り
に
待
ち
構
え
る
大

転
回
に
、
息
を
吞
む
。
残
り
五
十
ペ
ー
ジ

足
ら
ず
は
、
巻か
ん

措お

く
能あ

た

わ
ざ
る
、
文
字
通

り
の
ペ
ー
ジ
・
タ
ー
ナ
ー
。
電
車
で
読
ん

だ
ら
、
駅
の
乗
り
過
ご
し
に
要
注
意
だ
。

　
本
作
は
い
わ
ゆ
る「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

小
説
」の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
。
著
者
が
別
の

場
所
で
与
え
た
定
義
に
よ
る
と「
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
（
著
者
に
よ
れ
ば「
公
開
情
報
や

秘
密
情
報
」）
を
精
査
、
分
析
し
て
、
近
未

来
に
起
き
る
で
あ
ろ
う
出
来
事
を
描
く
」

ノ
ベ
ル
を
指
す
ら
し
い
。

　
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
自
作

を
読
ん
で
く
れ
と
い
う
自
薦
の
弁
だ
ろ
う
。

本
邦
に
、
同
範は
ん

疇ち
ゆ
うの

作
家
は
少
な
い
。
著

者
は
先
導
者
の
一
人
と
し
て
、
自
ら
恃た
の

む
所

が
あ
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
実
際
、
こ
の
分
野
を
書
く
に
は
固
有
の

困
難
が
あ
る
。
第
一
に
、
事
実
と
し
て
い

か
に
も
起
き
そ
う
な
事
象
を
扱
う
以
上
、

国
内
外
で
進
行
中
の
、
で
き
れ
ば
知
る
人

ぞ
知
る
事
情
に
通
じ
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
著
者
は
佐
藤
優
と
い
う
手て

強ご
わ

い
外

交
批
評
家
を
相
手
に
対
談
し
て
は
新
書
に

し
、
刊
行
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
知
的
筋

力
を
鍛
錬
し
続
け
て
い
る
か
に
見
え
る
。

『
鳴
か
ず
の
カ
ッ
コ
ウ
』

評
者

谷
口
智
彦

た
に
ぐ
ち
と
も
ひ
こ

一
九
五
七
年
、
香
川
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
雑

誌
『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』
記
者
を
約
二
十
年
。
そ
の
後
、
外
務
省
外

務
副
報
道
官
な
ど
を
務
め
、
第
二
次
安
倍
政
権
発
足
後
、
首
相
官

邸
に
入
り
内
閣
審
議
官
。二
〇
一
四
年
四
月
よ
り
内
閣
官
房
参
与
。

安
倍
総
理
退
陣
と
同
時
に
辞
任
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
。

著
書
に『
誰
も
書
か
な
か
っ
た
安
倍
晋
三
』（
小
社
刊
）
な
ど
。 手嶋龍一 著

小学館　1870円（税込）

谷
口
智
彦

鳴
か
ず
の
カ
ッ
コ
ウ
』

手嶋龍一
小学館　1870円（税込）


